
平成２３年度

　１　基本情報

　２　管理運営の実績

　　　　①指定管理事業

　　　　①火葬件数（件）

　　　　②式場利用件数（件）

　　　　③霊安室利用件数（上段は件数、下段は延べ日数）

　　　　④霊きゅう車利用件数（件）

　　　　⑤葬儀用祭壇貸出件数（件）

　　　　①収入実績（千円）

　　　　②支出実績（千円）

　　　　③収支実績（千円）

11 0 11

合計 379,934 382,200 99.4%

決算額(ｱ)
(A)-(a)

計画額(ｲ)
(B)-(b)

対計画額増減
(ｱ)-(ｲ)

備考

人件費 150,623 151,000 99.8%

管理費 229,311 231,200 99.2%

皆増

合計 379,945 382,200 99.4%

決算額
(a)

計画額
(b)

計画比
(a)/(b)

計画比
(A)/(B)

備考

指定管理委託料 379,934 382,200 99.4% ・光熱水費の実費精算により、
　2,266千円を千葉市に戻入。
・「その他」は利息。

その他 11 ―

8 9 88.9%

（３）収支状況

決算額
(A)

計画額
(B)

210 211 99.5%

Ｈ２３年度
(A)

Ｈ２２年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

702 717 97.9%

Ｈ２３年度
(A)

Ｈ２２年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

Ｈ２３年度
(A)

Ｈ２２年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

289 302 95.7%

103.6%

Ｈ２３年度
(A)

Ｈ２２年度
(B)

前年度比
(A)/(B)

1,086 1,105 98.3%

 その他施設運営業務 通年
記録業務、報告業務、大規模災害対応業務、庶務
業務

（２）利用状況

Ｈ２３年度
(A)

Ｈ２２年度
(B)

前年度比
(A)/(B) 　※ この他に、広域火葬協力による岩手県の震災

　　　犠牲者 184件の火葬を執行。
7,716 7,446

 葬儀用祭壇貸出業務 通年（１月１日を除く）
葬儀用祭壇貸出業務、
搬出入用トラック保守点検業務

 施設維持管理業務 通年
建物保守管理業務、環境衛生管理業務、建築設備
保守管理業務、火葬炉保守管理業務、清掃業務、
植栽・外構維持管理業務、警備業務

 葬儀式場業務 通年（１月１日を除く） 式場貸出業務、霊安室貸出業務

 霊きゅう自動車業務 通年（１月１日を除く）
霊きゅう自動車運行業務、
霊きゅう自動車保守点検業務

（１）主な実施事業

事業名 実施時期 事業の概要

 火葬施設業務
通年（１月１日及び
　　　友引日を除く）

予約業務、受付業務、炉前業務、火葬業務、
収骨業務、待合室業務、残骨灰処理業務

指定管理者評価シート

施設名  千葉市斎場 指定管理者  富士建設工業株式会社

指定期間  平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日 所管課  保健福祉局健康部生活衛生課
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　　　　＜処分の状況＞

0件

　　

　　　　＜関連文書の公開状況＞

　　　　＜文書開示申出の状況＞

0 件 0 件 0 件

0 件 0 件 0 件

※開示決定がなされた事案の概要

※不開示決定がなされた事案の概要

　３　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査の結果

● 場内が殺風景で冷たい感じがする。

　　⇒ 場内１４か所に造花の設置を行った。

※　その他、施設内の空調に関する苦情などには、その都度個別に対応した。

　　 節電対策のため、空調の設定温度を変更していたが、苦情が大幅に増えることはなかった。

（２）市に寄せられた意見、苦情

　４　指定管理者による自己評価

①意見、苦情
の収集方法

 市ホームページに、所管課の連絡先（電話番号）を明示
 市への意見、苦情や問い合わせは、電話、メール、市長への手紙、コールセンター等で行われている。

②意見、苦情の数  ０件

③主な意見、苦情と
それへの対応

・広域火葬協力として、東日本大震災による岩手県の犠牲者の火葬を受入れ、円滑に執行した。
・公共施設として公平なサービスの提供に努め、円滑に管理運営を行った。
・平成２１年度より導入した「外部評価情報ノート」について、引き続きより多くの意見・苦情等の収集に努め、きめ細かな対応
　を行った。
・引き続き光熱水費等の維持管理コストの削減に努め、特に電気使用量について約１２％の縮減を達成した。
・大規模地震発生時を想定した避難訓練や地震に伴う火災発生を想定した防災訓練を行うなど、危機管理を意識した研修・訓練
　を行い、斎場職員の資質の向上に努めた。

　ウ　質問項目 ： ①（１）職員の応対について　（２）施設について　（３）その他意見等

②調査の結果 　ア　回答者の属性 ： 遺族、会葬者、葬祭業者等

　イ　実施事業 ： 施設の利便性向上（便座ヒーターやウォシュレット等）を求める意見が見受けられた。

　ウ　スタッフの対応 ： 業務の丁寧さや応対の良さ（特に収骨時）に対して、賞賛をいただくことが多い。

③アンケートにより得
られた主な意見、苦情

とそれへの対応

①アンケート調査
の実施内容

　ア　調査方法 ： ①火葬棟・式場棟にアンケート用紙を常設

　　　　　　　　　　　②斎場職員による利用者からの聞き取りを主体とした外部評価情報ノートの作成

　イ　回答者数 ： ①アンケート回収枚数：２１枚　　②４８２件の意見等を収集

申出先 開示 不開示 合計

指定管理者

市政情報室（経由）

計算書類 ○ ○ ―

定款、寄付行為、その他これらに類するもの ○ ○ ―

事業計画書 ○ ○ ―

事業報告書 ○ ○ ―

基本協定書 ○ ○ ―

年次協定書 ○ ○ ―

（６）情報公開の状況

文書名
公開方法（場所）

当該施設 市政情報室 左記以外の方法

使用の制限 千葉市斎場設置管理条例第８条 0件

（５）市への不服申立て 　　　　＜件数＞

　　　　＜概要＞

件数

使用許可 千葉市斎場設置管理条例第６条 9,309件

使用不許可 千葉市斎場設置管理条例第７条 0件

（４）指定管理者が
行った処分の件数 処分の種別 処分根拠
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　５　市による評価

　

　

※１　評価の基準について

　Ｓ…仕様、事業計画を超える実績・成果が認められるなど、管理運営が特に良好に行われていた。

　Ａ…概ね仕様、事業計画通りの実績・成果が認められ、管理運営が良好に行われていた。

　Ｂ…仕様、事業計画通りの実績・成果が認められず、管理運営に関して改善を要する事項があった。

※２　履行状況について

　３点・・・仕様、提案を上回る実績・成果があった　　

　２点・・・仕様、提案どおりの実績・成果があった　

　１点・・・仕様、提案どおりの管理運営が行われなかった

障害者雇用の確保 2

市内雇用・継続雇用への配慮 2
市内雇用・継続雇用へ
の配慮、障害者雇用

の確保

賠償対応・保険加入 2 レジャーサービス施設費用保険等に加入

市内業者の育成
市内業者の登用 2

合計 43

平均 2.0

（３）管理経費の縮減

支出見積の妥当性 計画通りに予算が執行されているか 2
維持管理コストの縮減に努めているか 2

緊急時の対応 緊急時における対応方針等の策定 2 「緊急事態対応マニュアル」「救命マニュアル」を作成

大規模災害時等の危機管理体制の強化 3 広域火葬協力による震災犠牲者の火葬の受入れ

各種マニュアルの定期的な見直し

残骨灰など廃棄物の適正処理 2 廃棄物処理施設への視察

周辺環境への配慮 2

管理業務の実施

業務責任者・職務代理者・部署担当責任者の選任 2
業務マニュアルの作成 2

職員の配置
・能力向上

専門資格者・斎場業務経験者の配置 2 職員の資格取得を促進

職員研修・非常時を想定した訓練の実施 2 法定訓練以外にも各種訓練を実施

市への報告・連絡・調整 2 定期的なもののほか、随時行われている。

（２）施設の効用の発揮、施設管理能力

利用者サービス
の向上 利用案内の作成・配布 2

リスク管理

2
千葉市指定管理者等個人情報保護規程に基
づき、適切に運用されている。

モニタリング等
の実施

利用者の要望・苦情への対応 2
アンケートに加え、外部評価情報ノートを作成
し、速やかな対応を行っている。

自己評価の実施 2 月次報告、年次報告にて市に報告

（１）市民の平等な利用の確保、施設の適正な管理

関係法令等の遵守

行政手続 2 使用許可申請について適切に処理

情報公開 2
千葉市斎場指定管理者情報公開規程に基づき、
適切に運用されている。　※開示請求なし

個人情報保護

評価
※１ A 所見

・広域火葬協力により、岩手県の震災犠牲者の火葬を受入れ、通常業務終了後の夜間や休場日に
　業務を遂行した。
・「外部評価情報ノート」にて収集した意見等をもとに、場内の景観を和らげるなど、きめ細かい対応が
　できている。
・電力使用量の削減に努め、電気使用制限期間のみならず、年間を通して約１２％の使用削減を達成
　した。
・研修・訓練を通じて、有資格者の増加や業務の更なる改善を行い、斎場職員としての資質の向上に
　努めている。
・地域住民との交流会を設け、地域との融和を図った。
・市への速やかな報告、適切な経理事務、備品・消耗品の適切な管理、個人情報の厳密な管理等が
　なされている。

　履行状況の確認

確　　認　　事　　項
履行状況

※２
備　　　考
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　６　保健福祉局指定管理者選定評価委員会の意見

・財務状況については、本委員会に提出された財務諸表等の資料を確認した範囲内では、倒産や撤退等のリスクは認められず、
　特段の問題はないと認められる。
・管理運営については、概ね適切に管理が行われていると認められ、広域火葬協力により夜間等に震災犠牲者の火葬を受け入れた
　のに関わらず、光熱水費等の削減ができたのは評価できるので、今後も経費節減に努められたい。
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